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２
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論
壇「
骨
太
方
針
が
加
速
さ
せ
る
費
用
対
効
果
評

価
の
導
入
と
無
価
値
医
療
の
抑
制
」

３
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個
別
指
導
指
摘
事
項
、社
保
Ｑ
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５
面　

会
員
の
指
導
体
験
記
報
告
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
増
点
審
査
等
を
求
め
る
要
請

８
面　

院
長
必
見　

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
解
説

11
面　

研
究
会
・
講
習
会
開
催
案
内

主な記事

集
団
的
個
別
指
導

10
月
よ
り
実
施

　
集
団
的
個
別
指
導
（
講
習

会
形
式
）
が
十
月
か
ら
十
二

月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
。

厚
生
局
か
ら
選
定
通
知
が
対

象
の
医
療
機
関
に
「
特
定
記

録
郵
便
」
で
送
付
さ
れ
て
い

る
。

　
集
団
的
個
別
指
導
は
、
診

療
科
別
に
、平
均
点
数
の
一
・

二
倍
を
超
え
た
上
位
八
％
の

医
療
機
関
の
う
ち
、
二
〇
二

四
〜
二
五
年
度
に
集
団
的
個

別
指
導
、
個
別
指
導
を
受
け

た
医
療
機
関
を
除
き
選
定
さ

れ
る
。
選
定
件
数
は
、
医
科

診
療
所
一
四
一
件
、
歯
科
一

四
七
件
（
表
）。

　
今
回
、
集
団
的
個
別
指
導

に
選
定
さ
れ
た
医
療
機
関
の

う
ち
、
来
年
二
〇
二
七
年
度

の
平
均
点
数
が
上
位
四
％
に

入
る
と
、
二
〇
二
八
年
度
に

「
高
点
数
個
別
指
導
」
に
選

定
さ
れ
る
。

　
通
知
を
見
た
会
員
か
ら

は
「
専
門
医
の
も
と
に
は
他

院
で
改
善
し
な
い
重
症
患
者

療
に
追
い
込
む
高
点
数
個
別

指
導
に
反
対
し
て
い
る
。

　「
平
均
点
数
」
は
、
医
科

の
院
外
処
方
で
は
薬
剤
点
数

に
差
が
出
る
た
め
公
表
さ
れ

て
い
な
い
調
整
点
数
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。

　「
基
準
平
均
点
数
」
は
、

高
点
数
の
線
引
き
を
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
基
準
で
、

「
平
均
点
数
」
の
「
一
・
二
倍
」

（
病
院
は
一
・
一
倍
）
と
決

め
ら
れ
て
い
る
。

指
導
の
こ
と
は

協
会
に
相
談
を

　
指
導
に
関
す
る
疑
問
は
実

績
の
あ
る
協
会
ま
で
お
気
軽

に
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

（
個
別
指
導
体
験
記
、
関
連

三
面
、
五
面
）

が
集
ま
る
。
高
額
の
新
薬

を
使
っ
た
治
療
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
利
益
は
な
い
の
に

考
慮
さ
れ
な
い
の
は
お
か
し

い
」
と
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　
高
点
数
に
よ
る
選
定
は
、

診
療
内
容
や
施
設
の
特
性
は

考
慮
さ
れ
な
い
。
歯
科
で
は

訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
、

医
科
で
は
内
視
鏡
検
査
を
算

定
し
て
い
る
な
ど
の
医
療
機

関
が
傾
向
的
に
選
定
さ
れ

る
。
協
会
は
地
域
医
療
に
貢

献
す
る
医
療
機
関
を
萎
縮
診

集団的個別指導
医科141件 歯科147件選定

全県配布
本
号
は
会
員
お
よ
び
未

入
会
員
の
方
に
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
未
入
会
員
の
先
生
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
新

聞
ご
送
付
に
際
し
、
関
東

信
越
厚
生
局
で
開
示
さ
れ

た
デ
ー
タ
を
元
に
送
付
し

て
い
ま
す
。

全県配布

指
導
相
談
は
協
会
へ

指
導
相
談
は
協
会
へ

患
者
か
ら
の

過
剰
な
要
求

長
時
間
・
執
拗
な
要
求

　
十
月
よ
り
医
療
機
関
の
管

理
者
に
は
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
ス
タ
ッ
フ

を
守
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
応
招
義
務
と
の
兼
ね

合
い
な
ど
協
会
顧
問
弁
護
士

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
（
詳
細
二
面
）。

　
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

算
定
に
つ
い
て
、
八
月
十
九

日
に
厚
労
省
は
届
出
と
異
な

る
請
求
が
多
く
、
審
査
機
関

と
特
段
の
対
応
を
調
整
し
た

と
い
う
異
例
の
事
務
連
絡
を

発
出
し
た
。
先
月
号
に
て
、

事
務
連
絡
の
問
題
点
と
、
審

査
機
関
等
に
「
増
点
審
査
」

の
要
請
書
を
提
出
し
た
第
一

報
を
報
道
し
た
。

　
協
会
は
九
月
三
日
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
六
、
七

月
診
療
分
に
お
け
る
届
出
と

異
な
る
算
定
が
あ
っ
た
問
題

に
対
し
て
、
基
金
・
国
保

に
「
増
点
審
査
」
の
処
理
等

を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し

た
。
要
望
書
で
は
、
今
回
の

問
題
は
厚
生
局
の
施
設
基
準

受
理
状
況
の
公
開
遅
れ
等
に

よ
る
も
の
で
、
厚
労
省
に
責

任
が
あ
る
と
し
、
全
て
の
レ

セ
プ
ト
の
取
り
下
げ
・
再
請

求
は
医
療
機
関
に
多
大
な
負

担
を
強
い
る
こ
と
か
ら
、
審

査
機
関
側
で
の
増
点
対
応
な

ど
を
求
め
た
。
基
金
・
国
保

と
も
協
会
の
要
請
内
容
に
理

解
を
示
し
た
が
、
埼
玉
県
単

独
で
の
対
応
は
困
難
と
の
姿

勢
を
示
し
た
。
協
会
は
厚
労

大
臣
に
も
要
請
。
さ
ら
に
全

国
の
協
会
に
要
請
行
動
を
行

う
よ
う
働
き
か
け
た
。（
詳

細
は
五
面
に
続
く
）

届
出
と
異
な
る
算
定
問
題

基
金
国
保
へ「
増
点
審
査
」要
請

ベースアップ
評価料

　
協
会
は
こ
の
秋
、
政
府
に

「
ゼ
ロ
税
率
」
の
適
用
を
訴

え
る
会
員
署
名
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。

　
医
療
は
社
会
保
障
で
あ
り

消
費
で
は
な
い
た
め
、
保
険

診
療
は
社
会
政
策
的
配
慮
に

基
づ
き「
非
課
税
」と
さ
れ
て

い
る
。
医
療
機
関
で
は
診
療

に
必
要
な
医
薬
品
・
医
療
機

器
等
の
仕
入
れ
の
際
に
消
費

税
を
支
払
う
が
、
患
者
か
ら

は
消
費
税
を
徴
収
し
な
い
。

　
厚
労
省
は
、
消
費
税
三
％

の
創
設
時
、
税
率
を
五
％
へ

引
き
上
げ
た
際
も
、
八
％
、

一
〇
％
へ
引
き
上
げ
た
際

消
費
税
損
税
の
解
決
は「
ゼ
ロ
税
率
」で

実
現
に
向
け
署
名
に
ご
協
力
を
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困
っ
て
ま
せ
ん
か
？

「
熊
本
地
震
」「
千
葉
県
豪
雨
」

災
害
義
援
金
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

●
振
込
先
…
〈
銀
行
口
座
の
場
合
〉

　
　
　
　
　
　
　
金
融
機
関
…
武
蔵
野
銀
行
北
浦
和
支
店
（
０
２
１
）

　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号
…
普
通
８
９
１
０
１

　
　
　
　
　
　
　
名
義
人
…
埼
玉
県
保
険
医
協
会   

理
事
長  

渡
部
義
弘

　
　
　
　
　
　
　〈
郵
便
振
替
の
場
合
〉

　
　
　
　
　
　
※
９
月
５
日
号
折
込
の
振
替
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
募
金
額
…
１
口
１
，
０
０
０
円
で
、
何
口
で
も
可

※
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
銀

行
・
郵
便
局
と
も
に
お
客
様
用
控
え
を
も
っ
て
受
領
書
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
義
援
金
は
、
寄
付
金
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、「
災
害
見
舞

金
に
充
て
る
た
め
に
同
業
者
団
体
等
へ
拠
出
す
る
分
担
金
等
」
に
該
当

す
る
た
め
、
税
務
上
必
要
な
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

も
「
消
費
税
は
診
療
報
酬
で

補
填
済
」
と
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
補
填
分
の
合
計
は

三
・
七
七
％
だ
。
し
か
し
、

重
な
る
マ
イ
ナ
ス
改
定
・
点

数
の
包
括
化
に
よ
り
、
補
填

分
は
消
え
て
い
る
の
が
実
態

で
、
医
療
現
場
の
実
感
だ
。

　
政
策
的
な
不
備
に
よ
り
生

じ
た
消
費
税
「
損
税
」
を
医

療
機
関
が
負
担
す
る
こ
と
が

医
療
界
の
経
営
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
解
消
に
向
け
て
抜
本

的
な
改
善
を
求
め
て
い
く
時

だ
。
既
に
病
院
関
係
団
体
は

損
税
解
消
に
向
け
動
い
て
い

る
が
、
日
医
と
日
歯
は
診
療

所
に
は
従
来
ど
お
り
に
診
療

報
酬
の
補
填
に
よ
る
損
税
解

消
を
求
め
て
い
る
。

　
損
税
の
解
消
と
し
て
病

院
、
医
科
と
歯
科
の
診
療
所

と
全
て
の
医
療
機
関
に
対
し

て
「
ゼ
ロ
税
率
」
を
適
用
さ

せ
る
べ
き
だ
。

　
協
会
は
九
月
下
旬
に
、
埼

玉
県
医
師
会
、
埼
玉
県
歯
科

医
師
会
に
ゼ
ロ
税
率
の
実
現

に
向
け
尽
力
を
要
請
し
た
。

　
署
名
用
紙
は
会
員
宛
て
に

月
刊
保
団
連
十
月
号
に
同
封

し
て
い
る
。
多
数
の
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
。

ペ
イ
シ
ェ
ン
ト

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（後藤さくら氏 撮影）

講
師

写
真
は
千
葉
協
会
の
会
員
医
療
機
関
よ
り


